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有明海湾奥東部で2015年に発生したタイラギ当歳貝の分布と生息数の推定

　タイラギAtrina spp.は有明海における重要な漁業対象

種であるものの，近年の資源状況は低迷し，潜水器漁業

は，厳しい状況が続いている。

　そのような状況の中，当センターでタイラギの生息状

況を把握するために毎年10月に実施している潜水調査

（55点調査）を実施したところ，2015年級群が有明海湾

奥東部で大量に着底していることを確認した。そこで，

改めて有明海湾奥東部に発生したタイラギ当歳貝の分布

状況や生息数を詳細に把握するための生息状況調査を実

施した。

　調査は，有明海湾奥東部に250mピッチで定めた400地

点（図1）において，2016年1月27日から2月7日にかけて

実施した。

　各地点において潜水士による5分間の潜水調査を実施

し，その間に確認された当歳貝の個体数を計数した。な

お，これまで当センターで実施してきた調査の実績より，

目視観察1分間当たりの捜索面積を10㎡として生息密度

を算出した。

　生息数は，得られた400地点の生息密度から生息密度

毎の推定面積を割り出し，その合計値で算出した。各地

点の生息密度を表1に，全体の分布状況を図2に示した。

　2015年発生群は主に調査範囲の中央部から南側にかけ

て分布しており，高密度の分布域がパッチ状に6ヶ所確

認された。特に多かったのは三池島南東部に位置する

図1　調査点位置図（数字は調査点№）
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St.149で，14.0個体/㎡の当歳貝が確認された。その他の

5ヶ所についても最高で8.3～13.0個体/㎡と，多くの当歳

貝が確認された。高密度分布域は，特徴的な地形はなく，

平坦であり，低密度分布域の地形と変わらなかった。

　図2をもとに算出した当歳貝の生息数は1,044万個と，

少なくとも1千万個体程度が生息しているものと推定さ

れた（表2）。

　仮にこの当歳貝が調査時点の密度を保ったまま2016年

冬季まで生残したとし，成長後の1個体当たりの貝柱重

量を5gと仮定すれば，推定資源量（貝柱重量）は約50t

となる。

　以上のように，2015年発生群は，2016年2月時点では，

有明海湾奥東部漁場において少なくとも1千万個体が生

息しており，高密度の生息域も確認された。

図2　タイラギ当歳貝の分布状況

表2　タイラギ当歳貝推定生息数

～0.1 3.27 33
～0.5 1.87 94
～1 1.91 191
～2 1.07 214
～3 0.47 141
～4 0.27 106
～5 0.18 91
～6 0.11 64
～7 0.06 42
～8 0.03 27
～9 0.03 23
～10 0.02 18
合計 8.60 1,044

生息密度（個体/㎡） 生息面積(k㎡） 推定生息数（万個）


